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ヨハネの手紙第一３章 「神の子供でいるために」 

 

１１１１ＡＡＡＡ    義義義義をををを行行行行なうなうなうなう    ２８２８２８２８－－－－１０１０１０１０ 

   １Ｂ キリストの現れ ２８－３ 

   ２Ｂ 罪を犯す者 ４－１０ 

２２２２ＡＡＡＡ    兄弟兄弟兄弟兄弟をををを愛愛愛愛するするするする    １１１１１１１１－－－－２４２４２４２４ 

   １Ｂ カインからキリスト １１－１８ 

   ２Ｂ 神の御前 １９－２４ 

 

本文本文本文本文 

 

 こうして皆さんの前で、神の御言葉を分かち合うことができるのは光栄です。そして、とても嬉し

いです。なぜなら、私たちは一つの神の家族だからです。神によって生まれた神の子供であり、互

いに兄弟姉妹だからです。ヨハネは福音書 1章 12－13節でこのように言いました。「しかし、この

方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えにな

った。この人々は、血によってではなく、肉の欲求や人の意欲によってでもなく、ただ、神によって

生まれたのである。」ヨハネは基本的に、キリストは自然に受け入れられるものではないことを話

しました。この世はキリストによって造られたのに、この方を知りません。そしてユダヤ人は、メシ

ヤを待ち望んでいたはずなのに、それでもこの方を拒みました。しかし、それなのにイエスの御名

を信じる者たちが出てくるのです。 

 

 どうしてか？13 節に、もっぱら「神によって生まれた」からであるとあります。「血によって」ではな

い、つまり血縁関係ではありません。「肉の欲求」によってでもありません。教会に定期的に通って

いるから、聖書を通読したから、一生懸命頑張ってクリスチャンになるのでもありません。「人の意

欲」によってでもありません。他の人が「あなたはクリスチャンになりました」という認定をすることに

よって、クリスチャンになるのではありません。洗礼を受けたという認証状をもらったとて、それがク

リスチャンになったことの証拠にならないのです。もっぱら、神によって生まれ、神の御霊によって

生まれたことだけが、クリスチャンになったことを示しています。 

 

 ヨハネの手紙第一は、2 章 28 節と 29 節で分岐点を迎えます。これまでは、神を知ること、神と

交わりを持つことに重きが置かれていました。単に神を知っていると口で言うことではなく、知識と

して神を知っているというのではなく、親密な交わりの中で神を知っているかどうかを教えていまし

た。その交わりは、神の命令を守り、また兄弟を愛していることによって確認できます。神の命令

を守り、兄弟を愛しているのであれば、その人のうちに神がとどまっておられます。ヨハネは、同じ

テーマを話していきます。義を行なうこと、また兄弟を愛していることについて話します。けれども

少し視点を変えます。この二つは、「神によって生まれた」というしるしなのだということです。 

 

 ですからこの時間は、自分が確かに神の子供なのだということを確認する時間となります。この
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時間によって、もしかしたら、自分は実は神によって生まれていなかったということを悟るかもしれ

ません。あるいは、神の子供としては到底ふさわしくないことを行なってきたことに気づくかもしれ

ません。どうか今晩、自分が確かに神の子供であり、真理に属しているのだということをはっきりさ

せてください。 

 

１１１１ＡＡＡＡ    義義義義をををを行行行行なうなうなうなう    ２８２８２８２８－－－－１０１０１０１０ 

１Ｂ キリストの現れ ２８－３ 

2:28 そこで、子どもたちよ。キリストのうちにとどまっていなさい。それは、キリストが現われるとき、

私たちが信頼を持ち、その来臨のときに、御前で恥じ入るということのないためです。 

 

 ヨハネは、「子どもたちよ」という言葉から始めています。ヨハネは、呼びかけが大好きです。それ

れは、「愛しているよ」「私はあなたの子供たちだよ」という、家族のような親しみを表す言葉です。

先のセッションにおいては、例えば 2 章 12 節、「子どもたちよ。私があなたがたに書き送るのは、

主の御名によって、あなたがたの罪が赦されたからです。」とありました。 

 

 ヨハネがこのように断言できるのは、神からの愛が彼の内を流れていたからです。神が愛してお

られるから、神のうちにいるヨハネには、その確かな愛を言い表すことができました。教会にいる

仲間に対して愛を示すのは、自分自身ではなく、神ご自身なのです。それは、ちょうど親が子を生

んだ時に、その時に与えられる愛情と似ています。その子を愛そうと努力しなくとも、愛さざるを得

ませんね。私はいつも、フェイスブックで新しく親になった若い兄弟姉妹が、自分の子どもの写真

ばかりを掲載しているのを見ています。子供への愛です。同じように、兄弟愛は、私たちの肉の力

で作り出すものではなく、神によって生み出されます。その愛をもって、私たちは兄弟を愛します。 

 

 そしてヨハネは、「キリストのうちにとどまっていなさい」と言いました。ヨハネの大好きな言葉、「と

どまる」、ギリシヤ語では「メノウ meno」であります。元々は「自分の家にする」という意味です。宿

泊し、宿泊するだけでなく同居し、生活を共にしていくという意味があります。ですから、キリストと

いう家の中に住むのです。この方と時間を過ごし、いろいろなものを共有し、語り合います。 

 

 これを行なっていると、「キリストが現われるとき、私たちが信頼を持ち、その来臨のときに、御前

で恥じ入るということのないためです」とあります。キリストが戻ってこられます。初代教会の使徒

たちは、キリストが戻ってこられることを絶えず意識し、教えていました。例えば、使徒パウロはこう

言っています。「あなたがたは、今がどのような時か知っているのですから、このように行ないなさ

い。あなたがたが眠りからさめるべき時刻がもう来ています。というのは、私たちが信じたころより

も、今は救いが私たちにもっと近づいているからです。（ローマ 13:11）」使徒ペテロも、主の来臨に

備えるよう勧めました。「ですから、あなたがたは、心を引き締め、身を慎み、イエス・キリストの現

われのときあなたがたにもたらされる恵みを、ひたすら待ち望みなさい。（１ペテロ 1:13）」それから、

ヤコブも主の切迫した来臨を教えています。「あなたがたも耐え忍びなさい。心を強くしなさい。主

の来られるのが近いからです。（ヤコブ 5:8）」そして、ユダも教えています。「神の愛のうちに自分
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自身を保ち、永遠のいのちに至らせる、私たちの主イエス・キリストのあわれみを待ち望みなさい。

（21）」パウロ、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ、ユダ、使徒たちがみな、主が自分たちの時代に来ることを

待ち望んでいたのです。 

 

 ですからヨハネは、主が来臨するという前提で、その時に「信頼を持ち、･･･、御前で恥じ入ること

のないように」という強い勧めを行なっています。ここで私が注目したいのは「自信」です。ヨハネは

「信頼」という言葉を使いました。「確認」や「確信」と言いかえることもできるでしょう。英語です

と”confidence”という言葉です。 

 

 私たちの教会には、中国朝鮮族の女の子が来ています。中国人なのですが、北朝鮮の国境沿

いの地域に住んでいて民族的には朝鮮人です。ですから、学校では朝鮮語で授業を受け、そして

中国語も習いました。ですから、完全にバイリンガルです。この子は今、東京で日本語を習ってい

ます。そして日本語学校で奨学金を得るため、自分をアピールするための文章を考えていました。

彼女は将来、貿易会社に勤めたいと思っています。けれども、英語が苦手で全然できないからだ

から、と言って消極的でした。 

 

 そこで私は言いました。「英語なんか誰でも勉強しているし、日本には英語ができる人はわんさと

いる。けれども、あなたはすでに中国語と朝鮮語のどちらも話せるじゃないか。しかも、日本語をい

ま勉強している。もしこの三ヶ国語を駆使して貿易を行なったら、経済大国の日本、そして同じよう

に世界を貿易相手としている韓国、そして猛烈に経済発展をしている中国を自由に相手すること

ができるじゃないか？それをアピールしなさい。」と励ましました。自分には今、無いもので自信を

なくしていたのです。けれども、すでに小さな頃から与えられている能力には目を留めていなかっ

たのです。幸い、彼女は奨学金をもらうことができるようになりました。 

 

 ちょうどこれと同じようなことを、多くのクリスチャンが行なっています。主が戻ってこられることに

ついて、自信がないのです。イエス様が戻ってこられることを聞くと、それを素直に喜ぶことができ

ずに、「まだ来てほしくない」とためらいます。その主な理由は、まだ自分の家族が救われていない

のに、主が来られたら取り残されてしまう、というものです。または「恐い」という反応をします。 

 

 けれども、既に持っているものがあるのです。何か分かりますか？神の愛です。神の子供となっ

ていることです。3 章 1 節には、「御父はどんなにすばらしい愛を与えてくださったことでしょう。」と

あります。私たちを愛してやまないキリストが、私たちのために戻ってきてくださるのです。3章3節

には、「キリストのありのままの姿を見る」とあるのです。イエス様に私たちが会えるのです！１コリ

ント13章には、「顔を顔を合わせて見ることになる（12節）」とあります。この方に会いたくないので

すか？今すぐにでも会いたくないのですか？なんで、花婿であられるキリストとの間に、自分の肉

の家族のことを差し挟むのですか？これはまるで、結婚式を終えて初めの夜を迎える夫婦の寝台

で、親や兄弟のことを心配するようなものです。 

 



 4 

 ヨハネの使った「信頼」という言葉、ギリシヤ語では「パレシア(parresia)」と言いますが、元々の

意味は、「恐れることなく語ることのできる自由」を意味します。憲法で保障されている表現の自由

がありますね。国会議事堂の前で政府の批判を大声で叫んでも、逮捕される心配が全くない状態、

これが元々の意味であります。 

 

 私たちは、仲間の視線(peer pressure)という強い圧力の中で生きています。そこで健全な自信、

主にある自信を持つことがしばしば妨げられています。だから大胆になれない。しかし、これは時

に神に対して大きな罪を犯すことになりえます。ポンテオ・ピラトは、イエスが無罪であることを知っ

ていながら、ユダヤ人たちの暴動を恐れてその不法な判決を許しました。自分自身は手を洗って、

「私には罪がない」としましたが、良心に反してユダヤ人たちからの圧力に屈したところに、彼自身

の罪があったのです。自分の良心に対する確信のなさが、キリストを十字架刑へと至らしめまし

た。 

 

 ですから主の来臨を思うときに、親や兄弟の救いについて心配しないでください。彼らの救いは、

神が行なわれることであって、自分が救うのではありません。もちろん、私たちは、来る神の怒りを

免れるようにと、愛する家族に福音を伝えます。しかし、この懸念が、主が戻ってこられる待望の

熱情を冷やす原因となってはいけないのです。パウロは、「主を愛さない者はだれでも、のろわれ

よ。主よ、来てください。（１コリント 16:22）」これだけの熱情をもって主を待望するのです。 

 

 そして、主の来臨にあたって、「御前で恥じ入るということのないため」という大事な戒めがありま

す。キリストの来臨が怖い人は、今、来られてしまったら自分が恥じ入る何かを行っている可能性

があります。キリスト者は、キリストが天から降りてこられる時に、空中にまで引き上げられます。

教会は携挙されます。けれども、キリストは火と共に現れることを私たちは知っています。それは

聖い火であり、裁きの火です。 

 

 コリント第一 3 章に、どのようにしてキリスト者各人が裁かれるかについての説明があります。あ

る人は金銀によって、ある人は宝石によって、ある人は木や草によって、キリストという土台の上

に家を建てています。火によって、その真価が試されます。その残されたものによって、キリスト者

は報いを、褒美を受けます。けれども、こういう人もいるのです。「もしだれかの建てた建物が焼け

れば、その人は損害を受けますが、自分自身は、火の中をくぐるようにして助かります。（15 節）」

報いはないけれども、かろうじて自分自身は救われるのです。ですから、これまで自分の行なって

きたことがすべて焼かれて、何もなくなってしまうという恥を受けることになります。そのようなこと

がないように、キリストのうちにとどまりなさいとヨハネは勧めています。 

 

2:29 もしあなたがたが、神は正しい方であると知っているなら、義を行なう者がみな神から生ま

れたこともわかるはずです。 

 

 ここからヨハネは、「義を行なう」ことについて話し始めます。ギリシヤ語には、直感的に知るアイ
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ドウ(eido)」と、体験的に知る「ギノースコウ(ginosko)」があります。神が正しい方であることを知っ

ている、というのは、アイドウ、直感的に知っているということです。私たちは、神が行なわれてい

ることが何か分からずとも、この方は正しいのだと直感的に知っています。もし神が行なわれてい

ることに対して、「それは間違っている。私だったら、こうやったのに。」という思いがあれば、その

方はまだ神の子供になっていないでしょう。けれども、新生しているならば、神は正しいと分かって

いるはずです。 

 

 ならば、この正しい神によって生まれた者は確かに義を行っているという体験を持っている、とい

うことです。御霊によって生まれた者は、罪から離れた、変えられた人生があります。その義の実

によって、その人が神から生まれたかそうでないかを知ることができます。 

 

3:1 私たちが神の子どもと呼ばれるために、・・事実、いま私たちは神の子どもです。・・御父はど

んなにすばらしい愛を与えてくださったことでしょう。世が私たちを知らないのは、御父を知らない

からです。 

 

 父なる神は、私たちをご自分の息子、娘と呼んでくださるほどの愛を持っておられます。２コリン

ト6章18節に、「わたしはあなたがたの父となり、あなたがたはわたしの息子、娘となる、と全能の

主が言われる。」とあります。神は私たちに、惜しみなく、浪費するかのように、ご自身の愛を注い

でおられます。私たちにお返しができない、圧倒的な愛です。 

 

 もしこのことを全面的に受け入れられないためらいがあるのであれば、いくつかの原因が考えら

れますが、その一つは、「プライド」です。これは悪い意味での自信です。「自分はそれほど悪い人

間ではない」という自負が、神の愛を分からなくさせています。そのような人は、自分がある程度の

評価を受けるのは当然だ、だから愛されるのは当然の権利だと思っています。だから愛を要求し、

自分の思う通りにならないと怒り、つまずきます。いいえ、「私たちの神は焼き尽くす火です。（ヘブ

ル 12:29）」であると聖書に書いてあります。神は、私たちをその悪い行ないに沿って、そのまま地

獄の火の中に燃やしても何ら咎められない権利を持っておられます。その全能者が、罪にまみれ

てどうしようもない私たちを救い、愛してやまなかった。そして御子を私たちの罪の供え物としてく

ださったのです。そしてご自分の家族という、最も親密な関係の中に招き入れられたのです。 

 

 そして、「世が私たちを知らないのは、御父を知らないからです。」とヨハネは言っています。この

驚くべき愛、「わたしの息子、わたしの娘」と言わしめる神の愛は、この世には存在しません。です

から、私たちがイエス様を信じて、それで嬉しくなって他の人に伝えても、他の人が全然分かってく

れない、という葛藤を覚えるのですが、それは仕方がないことなのです。 

 

3:2 愛する者たち。私たちは、今すでに神の子どもです。後の状態はまだ明らかにされていませ

ん。しかし、キリストが現われたなら、私たちはキリストに似た者となることがわかっています。なぜ

ならそのとき、私たちはキリストのありのままの姿を見るからです。3:3 キリストに対するこの望み
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をいだく者はみな、キリストが清くあられるように、自分を清くします。 

 

 今も神の子どもですが、神の子どもであることが目で見える形では現れていません。そこで、「後

の状態はまだ明らかにされていません。」と言っています。キリストが再び戻ってこられて、私たち

を天に引き上げてくださいます。そして、この方と共に地上に私たちが戻ってくる時に、私たちはキ

リストと同じ栄光の姿をもって戻ってきます。それを「神の子の現れ」とパウロはローマ 8 章（19－

23節）で言っています。 

 

 私たちの今のこの肉体が、天から与えられる新しい体に変えられ、私たちはキリストと似た者と

なり、そして目で見える形で神の子として現れます。ピリピ3章20－21節を読みます。「けれども、

私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主としておいでになるのを、私た

ちは待ち望んでいます。キリストは、万物をご自身に従わせることのできる御力によって、私たち

の卑しいからだを、ご自身の栄光のからだと同じ姿に変えてくださるのです。」主が天から空中に

まで降りてきてくださって、私たち教会が引き上げられるときに、私たちはキリストと同じ姿に変え

られる、栄光の姿に変えられます。この希望が私たちにあるので、私たちは今、この体の弱さの中

に生きていても、この体をキリストに従わせる勇気が与えられています。 

 

 そして、主に見えるという希望そのものが、私たちを清くします。「キリストが清くあられるように、

自分を清くします。」とあります。だから、主の来臨の希望はキリスト者にとって不可欠なものです。

清い生活、正しい生活を歩むのに無くてはならない神の真理なのです。 

 

２Ｂ 罪を犯す者 ４－１０ 

 そしてヨハネは、罪を犯すことと、神の子供とされていることの関係について、はっきりと詳しく説

明してくれています。 

 

3:4 罪を犯している者はみな、不法を行なっているのです。罪とは律法に逆らうことなのです。 

 

 ヨハネは、罪の最も基本的な定義から始めています。神の律法に逆らうことであって、それは不

法であるということです。これは、今日の社会で軽視されています。罪を病気であるとしたり、性格

の弱さであるとします。しかし、罪というのは神に反逆し、反抗する行為なのです。初めの人アダ

ムは、「食べてはならない」と神が命じられたのに、それでも反抗して食べたのです。「食べてしま

いました、これは仕方がなかったことなのです。そのような性格の弱さがあったのです。」ということ

ではないのです。 

 

 私たちは、教会において罪とは何かをはっきりさせなければいけません。それは律法に逆らうこ

とです。もちろんモーセの律法はキリストにあって完成したので、それを守る必要はありません。例

えば私たちは豚を食べてもよいのです。けれども、キリストにある愛の律法を持っています。神を

愛して、隣人を愛していれば、行なってはいけないことを行なわないはずなのです。 
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 パウロは、正しくない者は神の国を相続することはできないと言いました。「あなたがたは、正しく

ない者は神の国を相続できないことを、知らないのですか。だまされてはいけません。不品行な者、

偶像を礼拝する者、姦淫をする者、男娼となる者、男色をする者、盗む者、貪欲な者、酒に酔う者、

そしる者、略奪する者はみな、神の国を相続することができません。（１コリント 6:9-10）」婚前交渉

を平気でしている人がいたらどうでしょうか？同性愛行為をしている人はどうでしょうか？仏壇に

供え物をしていたら、どうですか？クリスチャンだと言ってお酒を飲み歩いているのは？そして、他

人のことを中傷していたら？このようなことをして罪意識がなければ、その人は救われていない、

とパウロは断言しています。 

 

3:5 キリストが現われたのは罪を取り除くためであったことを、あなたがたは知っています。キリス

トには何の罪もありません。3:6 だれでもキリストのうちにとどまる者は、罪のうちを歩みません。

罪のうちを歩む者はだれも、キリストを見てもいないし、知ってもいないのです。3:7 子どもたちよ。

だれにも惑わされてはいけません。義を行なう者は、キリストが正しくあられるのと同じように正し

いのです。 

 

 キリストが来られた目的をヨハネは言っています。罪を取り除くためです。父ヨセフに対して天使

が言いました。「マリヤは男の子を産みます。その名をイエスとつけなさい。この方こそ、ご自分の

民をその罪から救ってくださる方です。（マタイ 1:21）」これ以外の理由で、私たちがキリスト者とし

て歩んでいると、空回りを始めます。例えば、キリストが私の自尊心を回復させるために来られた

のだ、今の大変な生活を安定してくださるために来られたのだ、と思ったら、そのようにはならない

ことが多いので葛藤するでしょう。罪からの救いのために来られました。 

 

 「キリストには何の罪もない」とあります。したがって、キリストの内に留まる者は、罪の内に留ま

ることはできない、ということです。日本語の新改訳聖書第二版は、「罪のうちを歩みません」と訳

しています。第三版は「罪を犯しません」と訳しています。直訳は確かに、「罪を犯しません」であり

ます。けれどももっと詳しく読むと、ここは現在進行形になっています。ですから、「罪罪罪罪をををを犯犯犯犯しているしているしているしている

ことはできませんことはできませんことはできませんことはできません」ということになります。既に１章で、罪がないという者は自分を欺いている、罪を

犯さなかったという者は神を欺いている、とありました。ですからヨハネは、罪を全く犯さないという

ことをここで話しているのではなく、罪を犯し続ける、罪の中に行き、その中に留まることを意味し

ています。 

 

 キリスト者が罪を犯せば、ちょうどドアに自分の手を挟んでしまったように、とてつもない痛みが

走ります。罪の自覚が与えられます。内におられる聖霊が、私たちを惨めにしてくださいます。この

ことによって、罪を捨てて、キリストの十字架にすがって、神の憐れみを求めるように強く促してく

ださいます。ですから、罪を犯すことはできますが、罪の中に留まることができないのです。しかし、

罪を犯してもなんら罪の自覚が与えられていないならば、その人がたとえ自分はキリストを知って

いると言っても、「キリストを見てもいないし、知ってもいない」と断言しています。 
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3:8 罪のうちを歩む者は、悪魔から出た者です。悪魔は初めから罪を犯しているからです。神の

子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです。3:9 だれでも神から生まれた者は、罪

のうちを歩みません。なぜなら、神の種がその人のうちにとどまっているからです。その人は神か

ら生まれたので、罪のうちを歩むことができないのです。3:10 そのことによって、神の子どもと悪

魔の子どもとの区別がはっきりします。義を行なわない者はだれも、神から出た者ではありません。

兄弟を愛さない者もそうです。 

 

 「子」という言葉には、まず「発祥」あるいは「源」という意味があります。罪を行なっている者は、

その発祥はアダムが罪を犯したところにあります。アダムが罪を犯したので、自分は罪の中に生

まれて、今も罪を犯しています。そしてその罪は、エバを惑わした悪魔から来ています。したがって、

罪を犯している者は悪魔の子だ、ということです。これをエペソ書２章では、このように教えていま

す。「あなたがたは自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって、そのころは、それらの罪の中

にあってこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者として今も不従順の子らの中に働いて

いる霊に従って、歩んでいました。私たちもみな、かつては不従順の子らの中にあって、自分の肉

の欲の中に生き、肉と心の望むままを行ない、ほかの人たちと同じように、生まれながら御怒りを

受けるべき子らでした。（エペソ 2:1-3）」 

 

 そして「子」という言葉には、「従順従順従順従順」という意味があります。同じヨハネが書いた福音書で、イエス

様がユダヤ人たちと話された会話があります。ユダヤ人は、「私たちの父はアブラハムです。」と言

いました。けれどもイエス様は、「あなたがたがアブラハムの子どもなら、アブラハムのわざを行な

いなさい。ところが今あなたがたは、神から聞いた真理をあなたがたに話しているこのわたしを、

殺そうとしています。アブラハムはそのようなことはしなかったのです。（ヨハネ 8:39‐40）」彼らは、

アブラハムの子であると自負しながら、アブラハムが決して行なわなかったことを行なっていました。

それは殺意です。もしアブラハムの子であるならば、アブラハムが行なったことに倣わないといけ

ないのです。それでイエス様が続けてこう言われました。「あなたがたは、あなたがたの父である

悪魔から出た者であって、あなたがたの父の欲望を成し遂げたいと願っているのです。悪魔は初

めから人殺しであり、真理に立ってはいません。彼のうちには真理がないからです。彼が偽りを言

うときは、自分にふさわしい話し方をしているのです。なぜなら彼は偽り者であり、また偽りの父で

あるからです。（8:44）」自分がイエスを憎たらしいと思い、その感情をそのままにしているのであ

れば、その罪に従順になっているのであり、したがって悪魔の子になっているのです。 

 

 私たちの礼拝で賛美を導いている兄弟がいます。彼は信仰をもって一年半ぐらいなのですが、こ

れまでのギター演奏のスタイルを持っていました。私が賛美において考えているスタイルとは異な

っているので、それに合わせるようにお願いしています。そして私の妻もギターを習い、賛美を導

いています。彼女は、信仰歴は長いのですがギター歴はたった一年半です。それで、ギターの弦

を交換することも自分ではできない、と言います。それで、彼女はその兄弟に頼んだのですが、礼

拝の後に兄弟は「こういうのは、本人がしなければいけないことなんですけれどもね。」と言いなが

ら取り替えていました。けれども、それが終わってから他の教会の仲間にこう言ったのです。「従
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順！」皆が笑いました。ちょうど説教で、従順と服従について聞いたばかりだったからです。 

 

 「自分にしたいことがある、自分に考えがある、自分に感じていることがある。けれども、命じられ

ていることがあるから、それに従う」というのが従順です。これは、その命じている人が真実に自分

を愛してくれているからこそできることです。テモテへの手紙には、パウロが若い牧者テモテに命じ

ている手紙になっています。「何々しなさい」と言いつけています。第二テモテ3章1節には、「私は

おごそかに命じます。」と言っています。しかし、それはパウロが主にあって彼を心から愛していた

から言えた命令でした。彼はテモテに対して、「信仰による真実のわが子テモテへ」と言いました。 

 

 ですから、神から生まれたという時には、キリストにある神の愛を知って、その愛の中でこの方の

命令を守るのです。ですから、神の命令を守らない、神に不従順であるというのは、神の愛を知ら

ないから、ということになります。あるいは、神の愛に留まっていない、神の愛から離れてしまって

いるから、そうなっています。あるいは、愛されているという確信がないから不従順になる、とも言

えます。 

 

 そして神の子どもとしての従順は、先ほど話した「源」が神だからこそできるものです。「神の種

がその人のうちにとどまっている」とヨハネは言っています。ちょうど種が蒔かれたように、新しい

性質が神に植えられているので従順になることができます。ペテロは「あなたがたが新しく生まれ

たのは、朽ちる種からではなく、朽ちない種からであり、生ける、いつまでも変わることのない、神

のことばによるのです。（１ペテロ 1:23）」と言いました。いかがでしょうか？みなさんには、神から

与えられた種が自分にあるという確信があるでしょうか？ 

 

 そしてヨハネは、罪を犯すことから、兄弟を愛することに話を移しています。罪を犯しても平気な

者が神から生まれていないのと同じように、兄弟を憎んでいても平気な者は神から生まれていな

いと論じます。 

 

２２２２ＡＡＡＡ    兄弟兄弟兄弟兄弟をををを愛愛愛愛するするするする    １１１１１１１１－－－－２４２４２４２４ 

１Ｂ カインからキリスト １１－１８ 

3:11 互いに愛し合うべきであるということは、あなたがたが初めから聞いている教えです。3:12 

カインのようであってはいけません。彼は悪い者から出た者で、兄弟を殺しました。なぜ兄弟を殺

したのでしょう。自分の行ないは悪く、兄弟の行ないは正しかったからです。3:13 兄弟たち。世が

あなたがたを憎んでも、驚いてはいけません。3:14 私たちは、自分が死からいのちに移ったこと

を知っています。それは、兄弟を愛しているからです。愛さない者は、死のうちにとどまっているの

です。3:15 兄弟を憎む者はみな、人殺しです。いうまでもなく、だれでも人を殺す者のうちに、永

遠のいのちがとどまっていることはないのです。 

 

 ヨハネは、兄弟を憎むことは人殺しをしているのだと、はっきりと言っています。イエス様も同じ事

を言われましたね。「しかし、わたしはあなたがたに言います。兄弟に向かって腹を立てる者は、だ
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れでもさばきを受けなければなりません。兄弟に向かって『能なし。』と言うような者は、最高議会

に引き渡されます。また、『ばか者。』と言うような者は燃えるゲヘナに投げ込まれます。（マタイ

5:22）」心にある憎しみが、人を殺人へと向かせます。したがって、憎しみを抱いていることで既に

殺人の罪を犯しています。 

 

 ヨハネは、カインがアベルを殺したのは「自分の行ないは悪く、兄弟の行ないは正しかったから

です」と言っています。人を妬んでいるとき、憎んでいるときは、自分自身が正しいと思っています。

真理はその反対です。彼が悪を行なっていたのです。けれども、自分が正しいと思っているので、

悔い改めることができないのです。このように憎しみは自分自身を見えなくさせます。2 章 11 節に、

「兄弟を憎む者は、やみの中におり、やみの中を歩んでいるのであって、自分がどこへ行くのか知

らないのです。やみが彼の目を見えなくしたからです。」とありました。 

 

 そして、ヨハネは「世が憎んでいる」と言っています。これはある意味、当たり前のことです。世か

ら贖い出されてキリストのものとされたのですから、世に属していない私たちを憎むのは当たり前

です。けれども言い換えると、兄弟を憎んでいる人は、未だ世に属しているということです。イエス

様が祈りの中で、御父にこう祈られました。「それは、父よ、あなたがわたしにおられ、わたしがあ

なたにいるように、彼らがみな一つとなるためです。（ヨハネ 17:21）」神から生まれた者は、父なる

神とキリストが一つであるように、その中に一つになるように召されました。したがって、兄弟から

自分を断ち切ることなど、ありえないのです。 

 

 ここで私たちは、自分が神によって生まれたのか、そうでないのかの点検をする必要があるでし

ょう。「教会につまずきました」といって信仰を捨てた人がいます。もちろん、この人は救われてい

ません。けれども自分はクリスチャンだと言いながら、教会は偽善者だらけだといって、教会に行

かない人はどうでしょうか？クリスチャンというのは、イエスを信じて兄弟を愛しているのが定義な

のです。いっしょに礼拝しない兄弟がいなくて、どうして兄弟を愛していると言えるのでしょうか？ 

 

 そして、教会の中に気に入らない人がいて、その人と口もきかない状態でいたらどうでしょうか？

または、兄弟の悪口を言っている人はどうでしょうか？「兄弟たち。互いに悪口を言い合ってはい

けません。自分の兄弟の悪口を言い、自分の兄弟をさばく者は、律法の悪口を言い、律法をさば

いているのです。（ヤコブ 4:11）」教会には愛がないと言っていながら、自分は教会に対する愛を

持たず、裁いているといいながら自分こそが裁いています。これらのことをやってはいけない、とい

う負い目がなくそれらを行なっているのであれば、その人は神によって生まれていないのです。 

 

3:16 キリストは、私たちのために、ご自分のいのちをお捨てになりました。それによって私たちに

愛がわかったのです。ですから私たちは、兄弟のために、いのちを捨てるべきです。3:17 世の富

を持ちながら、兄弟が困っているのを見ても、あわれみの心を閉ざすような者に、どうして神の愛

がとどまっているでしょう。3:18 子どもたちよ。私たちは、ことばや口先だけで愛することをせず、

行ないと真実をもって愛そうではありませんか。 
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 憎しみから離れて、互いに愛します。けれども、いかがでしょうか？私たちは兄弟のために命を

捨てられるでしょうか？これは、私たちの肉の力ではありません。私たちのうちにおられるキリスト

の愛をもって、私たちが兄弟たちを愛する決意をしなければいけません。どんなことがあっても、

神に召された者たちが集まる教会にいる者たちを私は愛するのだ、と決めるのです。そのような

決断を、神の子供として、神の命令に従う子供として行なうのです。そうすれば、キリストの愛が私

たちから流れ出します。自分が愛するのではなく、自分の内におられるキリストが自分を通して愛

を押し流してくださるのです。 

 

 この前、教会のある姉妹とよい話が出来ました。たとえ言葉の行き違いで誤解が生じても、また

ある言葉で心が痛んでも、言い合いになって喧嘩したとしても、お互いの間に「あなたとは、このこ

とで交わりを絶つということは決してしないよ。」という意志を堅くしているのであれば、安心だとい

うことです。そうですね、神によって生まれ、神の家族にされている仲です。私たちの肉の家族で

はどんなに言い合いになっても、それで家族の縁を断つのではありません。このような結びつきが

あるからこそ、互いに分かち合うことができます。 

 

 ヨハネが話しているのは、この真実な愛です。パウロもこう言っています。「愛には偽りがあって

はなりません。悪を憎み、善に親しみなさい。兄弟愛をもって心から互いに愛し合い、尊敬をもって

互いに人を自分よりまさっていると思いなさい。（ローマ 12:9-10）」そして、愛は具体的な行ないに

よって示します。自分が兄弟を愛していることを示す何か一つの行動を取る必要があります。 

 

２Ｂ 神の御前 １９－２４ 

3:19 それによって、私たちは、自分が真理に属するものであることを知り、そして、神の御前に心

を安らかにされるのです。 

 

 「確信」あるいは「自信」の内容に戻ってきました。主の来臨について、信頼を持つことのできるそ

の信頼について話しましたが、真理に属しているという安心感は、兄弟を愛しなさいという神の命

令を守っていることによって与えられます。そして次に大切な説明があります。 

 

3:20 たとい自分の心が責めてもです。なぜなら、神は私たちの心よりも大きく、そして何もかもご

存じだからです。 

 

 この箇所はとても大事です。私たちキリスト者は、自分に責めを持ってしまいます。けれども、そ

の感情によって神との関係が決まるのではありません。私たちの気持ちが、神よりも大きいわけ

はありません。自分に責めるようなことがあっても、神は私たちの心よりも大きく、私たちを知って

いることを知ることは、私たちを安心させます。 

 

 サタンは、私たちの感情を使って責め立てます。あなたは真理に属していない、キリスト者では

ない、と言って責め立てます。特に新しく信じた人は、先ほどから話している確信や信頼の部分と、
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自分の感じている感情の部分を区別できないため、感じている部分によって大きく自分を痛めつ

けてしまうのです。けれども、これを覚えていてください。「こういうわけで、今は、キリスト・イエスに

ある者が罪に定められることは決してありません。（ローマ8:1）」この真理をしっかり握ってください。

心の責めはその後も続くかもしれません。それでも、自分はキリスト・イエスの内にいるのだと信仰

をもってみなすのです。そうしているうちに、感情が残っても、その感情によって支配されない自分

を見つけます。そして、自分が自分のことを知っている以上に神が知っておられ、神は自分をご自

分の子として受け入れておられることを知っているのです。 

 

3:21 愛する者たち。もし自分の心に責められなければ、大胆に神の御前に出ることができ、3:22 

また求めるものは何でも神からいただくことができます。なぜなら、私たちが神の命令を守り、神に

喜ばれることを行なっているからです。 

 

 すばらしいですね、真理に属しているという安心感があると、祈りにおいて大胆さを持つことがで

きます。祈りの生活が豊かにされます。祈りに力が与えられます。祈りは必ず聞かれるという確信

が与えられます。事実、祈りが聞かれていることを確認することができます。それは、自分が確か

に神の愛の中に留まっていて、神の命令に従順であるときに、その祈りに手ごたえを感じることが

できるのです。 

 

3:23 神の命令とは、私たちが御子イエス・キリストの御名を信じ、キリストが命じられたとおりに、

私たちが互いに愛し合うことです。 

 

ヨハネは実にシンプルに神の命令をまとめています。一つは御子の御名を信じることです。群

集から、「私たちは、神のわざを行なうために、何をすべきでしょうか？」と聞かれたとき、イエスは、

「あなたがたが、神が遣わした者を信じること、それが神のわざです。（ヨハネ 6:29）」と言われまし

た。そして、もう一つの命令は、互いに愛し合うことです。 

 

3:24 神の命令を守る者は神のうちにおり、神もまたその人のうちにおられます。神が私たちのう

ちにおられるということは、神が私たちに与えてくださった御霊によって知るのです。 

 

 ヨハネの第一の手紙に、初めて御霊の言及が始まります。神が私たちのうちにおられるというこ

とは、御霊が明らかにしてくださいます。ローマ８章には、私たちが、神を「アバ、父」と呼ぶように

させる御霊が与えられたとあります。 

 

 どうでしょうか、神の命令に従っているでしょうか？主イエス・キリストを信じていますか？そして、

兄弟を愛していますか？この命令に従順になっているときに、私たちのうちに神がおられることを

確信することができます。そして確信できていると、自分の祈ったことも神に聞かれていることも確

信できます。そして、御霊が力強く働いてくださいます。聖霊の力を受けたいですか？どうか、神の

命令に従順になってください。その決断をしてください。お祈りしましょう。 


